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琵琶湖で開催された関西学生駅伝大会に出かけてきました．冷たく降りそそぐ高島時雨（しぐれ）というこの土地特有の気候の変化にやきもきしながらの応援でした。しかし時として、紅葉した比良山系の山々に陽がこぼれ落ち、みごとな虹があらわれ、その自然の妙に心奪われたものです。まさに山々に艶やかな「錦繍」を見る思いでした。

晩秋の風景を彩る「錦繍」という言葉は、なぜか、互いが織りなす心の情景と重なります．作家宮本輝の作品に同名のものがあります．舞台は蔵王の紅葉で始まったと記憶しています．離婚をした男と女の往復書簡で構成され、互いの心が織りなすさまざまな感情を悲しく切なく、そして美しくうたいあげた作品です．心の情景がみごとに晩秋の風景と重なります．そういえば、私が心理臨床の実践をさせていただいていた精神科（思春期外来）のクライエントとの交流のために作成されていた文集名も「錦繍」でした．

関西体育心理例会通信６号をお届けします．

平成１７年度第３回例会は、１０月２９日（土）、近畿大学会館（、午後５時３０分～７時３０分）にて開催されました．今回は、近藤正子（奈良女子大学大学院）先生に「リラクセーション法としてのstretchingが脳波に及ぼす影響について」という題目で話題提供していただきました．ひとつの真理を求めるために仮説を設定し、さまざまな実験条件を整え、試行錯誤、ままならぬ被験者にさまざまな条件を設定しなければならないという厳密さが実験のたいへんさを感じさせました．ほんとうに実験条件の設定は、苦悩に近い作業であり、人を対象にしたとき、それは倍加します．

懇親会は、ミュンヘンで美味しいビールを飲みながら、時を十分に楽しむことができました．今回は、船越先生や私

を除くと、新進気鋭の先生ばかりでしたが、何故か食べることよりは、お話、お話、といった感じでした．

２時間以上いたにもかかわらず会計は一人２０００円ちょっと、誰かの「あれ、何、食べたっけ！？」という言葉がす

ごく印象的でした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世話人　津田忠雄
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【１】平成１７年度第３回　例会発表抄録

「リラクセーション法としてのstretchingが脳波に及ぼす影響について」

近藤正子（奈良女子大学大学院）
─────────────────────────────────────────
身体活動とリラクセーション反応についてはこれまでに多くの研究がなされており，私自身もこれまでに，筋を伸張－弛緩させるボディワークとBGM，ボディコンタクトとの関係などから心身のリラクセーション反応について検討を試みてきました．

先行研究では「リラックス＝α波・副交感神経系活動の増大」とされているのですが，私のこれまでの実験結果では一貫した中枢での反応が認められなかったため、今回、基礎的な実験から筋ストレッチによるリラクセーション反応について検討してみることとしました．

実験１

非常に低い強度の仰臥位でのストレッチングとリクライニングチェアでの閉眼安静との比較（n=13）・・・各条件後30秒間を対象として検討したところ，両条件ともに副交感神経系活動の増加と中枢における低周波の減少，前頭部α1波・後頭部α2波の増加といった一般的なリラクセーション反応を示し，90秒後にはその反応は消失していくことが認められた．ストレッチングの影響としては，前頭－左－頭頂にかけての興奮レベルの増強，気分においては安静条件よりもｴﾈﾙｷﾞｰ覚醒度や快感度が高くなり，「活性的なリラクセーション反応」であると推察された．

しかし，検討を進めるうちに被験者ごとの反応が異なり（中にはリラクセーション反応とは正反対の反応を示すものもいる），「個人特性」について検討したいと考え，次の実験を試みました．

実験２

20回の「リラックスするための」座位static stretching課題；観的リラックス感と中枢神経系におけるリラクセーション反応との関係について検討（n=7）・・・今回は20回の課題のなかで「リラックスした」得点の高い10回を抽出して検討したところ，α2波が増加する被験者(2名)と後頭部中心にα2波が増加する被験者(3名)とα2波が減少する被験者(2名)と，３グループに分けることができ，全員が気分的には「リラックスしている」と感じているのに対して，中枢における反応はそれぞれに異なることが認められた．

発表後には，先生方からたくさんのご意見やアドバイスを頂きました．実験内容・スタイル，個人差への配慮，データ処理，実験に対する姿勢など，何年も同じところをグルグルしている自分自身の力不足を反省させられる時間でした．しかし，「こうすればどうだろうか」「この場合はどうだろうか」といったお話が多く，「なんとか今後につなげてあげよう」として下さる先生方の暖かいお気持ちを無にせぬよう，近い内に必ず「お宝」を見つけてご披露できるように頑張ろう！と心新たにする日ともなりました．

今回はこのような発表の機会を与えて頂き本当にありがとうございました．次の機会には必ずや！！

近藤正子（奈良女子大学大学院博士後期課程）

奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程在学中．
「リラクセーション法としての筋ストレッチの効果」と「自己の身体や気分に深く意識を向ける経験による身体感覚への気づき」について検討を試みたいと考えているが、その入り口を見つけることが現在の課題である．
─────────────────────────────────────────
【２】平成１７年度　第３回例会感想
　　　　　　　　　　　　　　「脳波からの贈り物」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大場　渉（大阪教育大学教育学部）
─────────────────────────────────────────
はじめに，幾度と無くお誘いいただきながら，今回初めて関西体育心理例会に参加させていただくことをお詫び申し上げます．なぜもっと早くから参加しなかったのかと悔いている今日この頃です．

さて，今回の発表は近藤正子先生「リラクセーション技法としてのstretchingが脳波に及ぼす影響について」でした．実は，今回の発表を拝聴している私の脳裏には，恐々と過去の苦いある体験が蘇っておりました．

学部・大学院修士当時の私は，メンタルプラクティスに興味を持ち研究を行っておりました．そこでは，必ず生理学系の諸先生から，「どうやって，イメージしていることがわかるのか？」「本当にイメージしていることを客観的に示せ」といった質問を度々いただき，悩んでおりました．そこに，私の同級生が広島大学の笠井先生のもとへ進学した折に触れ，運動誘発電位（MEP）という（脳波とは少し違いますが），経頭蓋的磁気刺激法を用いて随意運動の遂行機能を調べる方法と出会いました．MEPは，その変化から間接的に大脳皮質運動野細胞の興奮性を示すという運動神経生理学的指標のことです．これにより，運動イメージに関する新たな知見が得られるようになり，学術的に大変意義ある研究が数多く行われています．しかし，私にとって，この研究は「痛み」が必ず伴う，何とも言えないものでした．といいますのも，このMEPを測定する瞬間に，脳天からつま先まで「バチン」という音と共に激痛が走り抜けるのです．私の運動野はどうやら少し深いところにあるらしく刺激強度が強く，実験終了後にはすぐに吐き気をもよおすことが多々ありました．残念なことに，このような経験から，その後「脳波アレルギー？！」になってしまいました．

さて，本題に移りますが，今回の演者であった近藤先生は，「リラクセーション」と「stretching」の関係性を脳波から検討されているのだと解釈しました．研究のストーリー，先行研究の検討，実験パラダイムなど，先生は非常に勉強されており，門戸外である私が次々と説明される内容をスムーズに消化していくことができました．しかし同時に，実験系の研究が抱える問題にぶつかっているのだとも思いました．最後の質疑にもありましたように，結論を導くに当たって，被験者に関する問題がクリアされないことには少々抵抗感を覚えます．どのような統計手法を用いるにしても，仮定する母集団を明確にしなければならず，対象とする被験者の属性に偏りがあるとなると，その前提は大きく変わってくるものと思われます．特に，今回の報告された実験結果では，個人差にかなり影響されているように感じました．α波が左後頭部に出現する者，右後頭部に出現する者，増加する者，減少する者，などなど．何名の被験者を測定すればいい，みたいなことはありませんが，少ないよりは多い方がいいのではないでしょうか？そもそも個人差と呼ばれるものが出現する理由を考えてみる，あるいは内省報告などと対比させ，検討することで脳波が示している本質が見いだせるのかもしれません（勝手なことばかり言ってすみません）．

しかしながら，これらのことについては，関西体育心理例会に参加されている皆様の強力なお力添えをいただければ難なくクリアされるものかもしれません．正直に申しますと，これほどまでに本会が活発に議論される場所であるとは思っておりませんでした．ひとえに，津田先生のご尽力の賜物であると思います．また今回，常にリラクセーション状態にある私の頭を久々に刺激していただき，私の的はずれな質問に対しても真摯にお答えいただいた近藤先生には，大変感謝しております．大変有意義な時間を過ごさせていただき，また，研究をネタにしておいしい○ールを飲ませていただきありがとうございました．次回も，次次回も参加させていただけたらと思っております．
大場　渉（おおば　わたる）大阪教育大学教育学部　教育学部　教員養成課程　保健体育教育講座　講師　博士（教育学）

広島大学大学院教育学研究科博士課程、岩国短期大学幼児教育科　広島大学総合科学部（講師）　

研究のテーマは，ボールゲーム中に起こる「流れ」について，タイミングや引き込み現象といった観点から実証的に検討している．一方、メンタルトレーニングはチームスポーツを中心に実践的に展開している．
スポーツ心理学会から、松田岩男賞、奨励賞、日本スポーツ方法学会から奨励賞を受賞

スポーツメンタルトレーニング指導士補、日本バスケットボール協会公認コーチ、日本体育協会公認　地域C級スポーツ指導員（バスケットボール）、MCAスクーバダイビングライセンス（Cカード）、幼少年体育振興協会公認　幼児体育指導者2級

─────────────────────────────────────────
【３】随筆
「体ほぐしの運動と臨床的知」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津田忠雄　近畿大学健康スポーツ教育センター　　
───────────────────────────────────────── 

ある子どもにとっては、「体ほぐしの運動」それ自体が辛く苦痛である．＜からだ＞へのアプローチは、言語的な問いかけよりも、時には直截的に＜こころ＞へ問いかける．時には授業を展開する中で、「体ほぐしの運動」が子どもたちの＜からだ＞や＜こころ＞に問いかけ、それぞれの意味を形成すると同時に、時には容赦なく侵入し、＜からだ＞や＜こころ＞を根こそぎ揺れ動かす．そっと引き出しに片づけられた大切なもの（時にはおどろおどろしいものである）が、形を変え、表出され、心身ともども危機的な状況に陥り、身動きすらできなくなる時もある．グループの輪の中に入れない．握手も、他者の体にもふれることができない．妙に騒ぎ、はしゃぐ．他者との関わりに過剰な反応をする．他者との距離を置く．拒否する等など．そこで表現・表出されるものは多種多様でありながらも、懸命に生きている子どもたちを見る．このようなことは、常に起こるものではないが、十分な留意と配慮と対処が必要であることは言うまでもない．

しかし、自分自身の本来の＜からだ＞＜こころ＞に出合い、そして何かに気づくとき、心身は大きく揺さぶられ変容する．時には、その場に蹲り身動きすらできなくなることもありながら、自分自身に問い続け、それを契機として歩むものではないかと思う．大切なことは、子どもたちが抱え持つ問題は、私たちにとっても意味ある問題であり、危機を危機として受け止め、その経験を媒介とし、ゆったりとした時の流れを感じつつ、待ち続けることである．そこで私たちの教育観、体育観を問い直し、語り直すことが必要である．

１０年以上も前のことだが、授業で「呼吸とイメージ」をテーマに実習をおこなったとき、ほとんどの受講生は自然な流れの中で目を閉じるが、受講生の一人が目をしっかりと見開きながら何かを見据え、落ち着くことなく思い悩んでいる姿が目に入った．その場では「いいよ、無理しなくても・・・そのままで・・・」と見守るだけであったが、授業後、本人が「相談がある」と言って研究室を訪ねて来た．「目を閉じるのが怖い．集団の中で目を閉じるのが怖いんです．閉じようとすると・・、閉じつづけようとすると怖いのです」という言葉が最初にはき出され、そして語りかけてきた．耳を傾けるだけであったが、その受講生は両親にすら相談することができない事件によって大きなトラウマ（trauma:精神的外傷）を背負っていた．その後、面談は２週間に一度の間隔で３回ほど続け終了したが、２ヶ月ほどすると、お礼と同時に、両親にありのままのことを話し、相談したこと．そして両親が支えてくれたこと、事件ことについてあまり気にならなくなった、不安が少なくなったこと、目を閉じることに対してあまり意識をしなくなったこと、元気になったこと等などが書かれた長文の手紙が届いた．

このようなことは、なかなか起こることではないが、子どもたちや受講生にとって、ボディワークや体ほぐしの運動は、直截的に＜からだ＞から＜こころ＞へ問いかけ、容赦なく侵入することもあり、彼らの心身は揺れ動き、身動きすらできない危機的な状況に陥ることもある、といったことを十分に理解していくことが大切である．私がかかわってきた心理臨床の場でおこるクライエントたちの危機状況と質的には同じものと考えられ、体育の現場でも、今度、十分な配慮が必要であると思われる．

ボディワークや体ほぐしの運動の授業としての展開は、もちろん教育的立場に立ったものであるが、視点を変えれば、「人間の生存・成長を支える援助的な仕事」（和田修二　皇紀夫、1996）であり、対人援助のひとつと考えられるものである．実習での問いへの意味と理解は、相互の交流の中で構成され、そこで創造された現実が、個人の経験に意味とまとまりを与える．このことを実現さすには、現場での教師の態度・構えや心がけが大きく作用すると思われる．

臨床教育学で求められる「授業の技術や生活指導上の方法や技法の開発、さらには、子どもを理解するための心理学的な知見の伝達や応用を目標とするのではなく、むしろ、それらの技法や知見が有効に機能するための前提である教育観や子ども観、つまり教育の現状を“それ”として意味付けている全体的で共示的な意味の連関（「教育の意味地平」と呼んでよいだろう）に焦点」（和田修二　皇紀夫、1996）を置くことも大切なことであり、心理臨床のアセスメントの方法や態度にその「知」を理解し、教育・体育の現場で生かすことが、今、もっとも必要とされる．

「体育って、臨床？」と知人に問いかけると、「もちろん体育は臨床だし、特に現場ではそう思うね．今更、そんな問い可笑しいよ」という言葉も返ってくる．「臨床」という言葉をどのように捉えているかは論議しなかったが、感覚的には理解されているようであった．しかし、「体ほぐしの運動」の普及・展開において、その教材・技法の開発、そしてカルキュラムにいかに取り入れるかといったところに重点が置かれ、それに関わる教師側のあり方が論議されることがあまりなったようにも思われる．

からだの教育はこころの教育に連鎖し，こころの教育もまたからだの教育に連鎖する．そして、私たち教育者の身心をも揺さぶる．揺れの中で私たちもまた、自分自身に「問い」続けなければならない．

私たち実践者は、一人の人間、ひとつの大切な生命にかかわる畏敬の念と配慮を忘れてはならないであろう．

参考・引用文献

和田修二・皇紀夫編『臨床教育学』著、アカデミア出版会、1996
―-────────────────────────────────────────────────
【４】リレーコラム　「役割と行動」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金　誠　(神戸大学大学院)

─────────────────────────────────────────　
何年か前にes(エス)という映画を見たことがある．映画のストーリーは心理学の実験にかかわるもので、一般人から募った主人公をはじめとする数十名の被験者が囚人と看守のふたつの役に分けられ、監獄に見立てられた施設のなかで生活を行うというものであった．監視するものとされるもの、自由を奪うものと奪われるものといった二項対立．あるシステムの中に人を組み込み、組み込まれたシステムの中で人はどのような心理状態になっていくのか、またどのような行動をみせるようになるのかといったことがストーリー上のテーマであった．

被験者らは日に日に行動の変化が見られるようになるが、とりわけ看守になった人々の任務遂行のための責任感と絶対的な権力は彼らの行動を規定していくようになる．すなわちどのように囚人たちを支配していくのかということに行動が収斂されていくようになるのである．それがさらにエスカレートしていくと身体的な暴力が当然のように行われるようになってしまう．

このストーリーで私自身の研究と切り離せないのはシステム化されたポジションによって人々の心理が形成され、行動が規定されるようになるといった点である．私の現在の研究は朝鮮半島における植民地時代のスポーツに焦点を当てて、支配－被支配の構造のなかでスポーツがどのように存在したのかということをテーマに扱っているため、「支配」するための行動がどのように形成され、また作用していくのかという点は非常に興味深い．またそれが与えられたポジションによって規定されていくとするならば、これらの点は歴史的な事象を想起するときに私自身のイメージ形成にも役立つ．

ここでは映画のなかの話であったが、心理学の成果を歴史学でどのように扱い応用していくことができるのかということは、暴力的ではあるけれども、可能性の幅を広げる点で、あるいは過ぎ去った事象に対する検証に際して有効なものになるのではないかと考える．

津田先生のお招きにより、今回このように例会へと参加させていただき、いろんな先生方のお話も伺うことができて非常に充実致しました．改めて御礼を申し上げます．ありがとうございました．

金　誠（きん　まこと/キム　ソン）　神戸大学大学院国際協力研究科博士後期課程
奈良教育大学、日本体育大学大学院体育科学研究科博士前期課程を経て、現在、神戸大学大学院国際協力研究科博士後期課程に在学中．
専攻はスポーツ史、植民地時代の朝鮮半島におけるスポーツ・身体文化に着目し研究を行っている．在日コリアン３世．
──────────────────────────────────────────────────
【５】事務局だより 
─────────────────────────────────────────
先日、杉浦　健先生（近畿大学教職教育部）が研究室を訪ねて下さいました．同僚でありながら、互いに忙しくゆっくりとお話をする機会もなく残念に思っていました．

先生の大きな鞄から「本ができたので・・・」と刷り上がったばかりの「スポーツ選手よ　強くなるには　『哲学』を持て－折れないこころをつくるメンタルトレーニング」山海堂　からだ読本シリーズ（1600円）とう本を献本していただきました．勇ましい題名で、一見、ハウツーもののような印象がありますが、こころ打つ言葉、内容が各所にちりばめられています．イラストからもいろいろイメージすることもでき、そして書かれている行間を楽しむことのできます．

例会に関するご希望、ご意見、あるいは体育心理学、スポーツ心理学に関する情報提供などは、以下の連絡先までお願い申し上げます．
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